
触媒学会理事会からの報告

平成29年3月21日（火）15：50～16：15

１．会長方針

２．平成29年度会長信任投票結果

３．平成29年度理事会体制−会長特命担当理事（60周年記念式典

担当）1名増員

４．「企業研究者と学生の交流会」企画の結果報告

５．参与の採用報告

６．「触媒OnTheWeb」リニューアル

７．国際交流活動報告

８．団体会員入会の促進

９．学会表彰規程見直しについて



・産・官・学にとって、より実質的な魅力があり、会員・

社会に対して学会の活動が見えるよう、工夫して発信す

る。

・討論会を学生だけでなく、若手研究者への教育の場でも

あることを再確認し、発表意欲・挑戦的意欲が高めら

れるように工夫する。

・地方の教育現場への支援。

１．会長方針



１）信任投票制の導入の背景

・従来は役員候補者選考委員会が選考し、本人合意と理事会

決議を経て決定（理事選任は社員総会決議事項）。

・開かれた学会へという考え方は理事会メンバーが共有。

・平成28年度に信任投票制導入を決定。

選任手順：

役員候補者選考委員会が会長候補を推薦、理事会同意

⇒候補者が経歴、方針等をWEB上で開示

⇒学会員による信任投票

⇒理事会にて最終決定

２）運用等

・会長任期、信任投票制とも触媒学会規程を改訂し、平成29年
度から実施。

２．平成29年度会長信任投票結果



２．平成29年度会長信任投票結果

３）平成２９年度会長信任投票の実施方法

・役員候補者選考委員会および理事会において、平成29年度
会長候補者として江口浩一氏（京都大学）を選出。

・同氏の「経歴と会長としての抱負」をWEBサイトに公示し
信任投票を実施。

４）平成２９年度会長信任投票結果
・投票は原則WEB投票（希望により郵便での投票も可）
・投票期間：平成29年2月1日(水) から2月28日(火)
・有資格者：正会員：2174名（シニアおよびＳ会員を含む）
・投票結果：有効投票率：15.6％、信任率：99.4％

有効投票数の３分の２以上の信任が得られたので、江口浩一氏
（京都大学）が平成29年度触媒学会会長最終候補者として信任。
なお、同氏は5月開催予定の定時社員総会にて理事として選任
後、引き続き開催される理事会にて平成29年度会長に選任予定。



監 事

３．平成29年度理事会体制−会長特命担当理事
（60周年記念式典担当）1名増員
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『就活を控えた学生が、9月の時期に企業の一線で働く研究者と実際に交

流することで、就職サイトや合同企業説明会では得られない生の情報を

得て、自身のキャリアプランや学生時代の過ごし方、あるいは就活や社

会に出る心構えを考えるきっかけとなる場にしていただくために企画し

たもの』

学会から会員へのサービスの一環として、地方大学の学生（開催地の非会

員学生も参加可とした）にも企業と接する機会を提供したい（地方と大都

市の就活格差を減らしたい）。

４．『企業研究者と学生の交流会』企画と結果報告

内容：

・第118回触媒討論会（岩手大学）会期中の

平成28年9月22日(木)15：00-17：00に開催した。

・プログラム

15:05-15:50   企業からの合同情報提供

(旭化成、JXエネルギー、本田技研工業、三井化学)

16:10-17:00   各社のブースに分かれて学生との個別対応



５．参与の採用報告
１）参与の設置について昨年度議論

背景

・学会事務局の仕事量が飽和状態。
・専門性が必要な突発案件、特殊案件への対処が難しい。
例：触媒学会固有の冊子編纂、特例行事、官公庁対応、等。

・現状はボランティアを「お願いしている」状態。

対応策
・理事会行動力の補完として参与を設置できるようにした。
・採用は不定期、期間限定、空席可。
・専門性を頼り、報酬を可とする。
・名誉職ではない。
・定款変更が必要なため、５月定時社員総会にて提案、決議。

２）参与の採用結果の報告

・平成28年度参与として２名採用。
大竹正之氏（触媒年鑑の編纂）
出口 隆氏（事務局業務効率化のためのプログラム開発）



2017年4月触媒OnTheWebが新しくなります！

✓ 一括ダウンロード対応
✓ 便利な検索機能

• ID、パスワード、URLは
そのまま。

６．「触媒OnTheWeb」リニューアル

✓ バックナンバーにも対応
✓ スマートフォン対応！



７．国際交流活動報告

（1）触媒学会主催行事 実施報告

1) 16th ICC Pre-symposium

共催：触媒学会、北海道大学触媒科学研究所

会場：北海道大学触媒科学研究所

期間：2016年６月30日（木）～７月１日（金）

組織委員長： 福岡 淳（北大触研）

参加者：126名（一般：83名、学生：43名）

2）International Symposium on Catalysis and Fine

Chemicals 2016 (C&FC 2016)

共催：触媒学会

会場：Howard Civil Service International House, 台北市

期間：2016年11月11日（金）～14日（月）

参加者：約350名（日本人：約100名）



（2）触媒学会主催行事予定

１）30周年記念第16回日韓触媒シンポジウム

会場：札幌「かでる２・７」（北海道立道民活動センター）

組織委員長： 村松淳司（東北大多元研）

期間：2017年５月15日（月）～17日（水）

2）8th Japan-China Workshop on Environmental 

Catalysis and Eco-Materials  

会場：つくば国際会議場、世話人代表：羽田政明（名工大）

期間：2017年12月４日（月）～６日（水）

3）第16回日台触媒シンポジウム

会場：京都ガーデンパレス、世話人代表：田中庸裕（京大院工）

期間：2018年１月29日（月）～31日（水）

4）TOCAT8 (8th Tokyo Conference on Advanced Catalytic

Science and Technology)

会場：パシフィコ横浜、組織委員長：堂免一成（東大院工）

期間：2018年８月５日(日)～10日(金)

８．国際交流活動報告



８．団体会員入会の促進

団体会員の退会，会社統合による団体会員数の

減少に直面して：

団体会員入会時：初年度 6万円

次年度以降 12万円/口

とする。



９．学会表彰規程見直しについて

1）昨年度、奨励賞を「学術」と「技術」に分け、技術的な業績も

応募しやすくなる改訂を行った。

2）しかしながら以下の問題点が指摘され、理事会からの要請により、

「表彰規程見直し作業部会」にて表彰規程の見直しを行った。

＜検討理由＞

①学会賞（技術部門）受賞に至らなかった応募者を称えることは

できないか?

②学会賞（技術部門）には至らないが、優れた業績を表彰する

制度は設けられないか？

③応募者が多い場合、優秀な奨励賞候補者を称えることはできな

いか？

④賞の名前を再検討してはどうか?



９．学会表彰規程見直しについて

平成29年3月20日開催の理事会にて議論の結果、下記の案が承認された。

■学会賞（学術部門）： 2名（現行通り）

■学会賞（技術部門）： 2件（現行通り）

■技術進歩賞：

・4件以内

・年齢制限なし

・グループでも個人でもOK

・商業化を問わない

■奨励賞：

・4名以内

・40歳未満

・個人

■功績賞：若干名（現行通り）


